
 

 

赤字削減・解消計画の実施状況について 
 
○赤字削減・解消計画を策定している４市町における実施状況の概要は以下のとおりです。 
○県としては、引き続き、財源確保や医療費適正化の取組みの実施状況を確認し、計画どおり赤字削減ができるよう市町と協議を⾏います。 
 
＜各市町の実施状況報告書の概要＞                                        【単位︓千円】 

市町名 28 年度 
赤字額 

30 年度 実施状況（概要） 市町国保運営協議会の意⾒等 削減予定額 削減額 

高松市 775,297 172,691 ▲902,343 

○国庫⽀出⾦等の返還⾦（約5.5 億円） 
○県⽀出⾦（特別調整交付⾦等）の減（約

1.6 億円） 
○保険料収納額の減収（約3.5 億円） 

○「保険料の適正化に向けた取組み」「保
険料収納率の向上」「各種保健事業の積
極的な実施」等に着実に取り組み、国保
事業の適正かつ持続可能な制度運営を
推進されたい。 

善通寺市 130,000 67,000 70,000 

○前期高齢者交付⾦の精算による返還⾦
相当額60,000 千円のみ繰入れ 

○予定額を3,000千円上回る赤字が削減
されており問題がないと思われる。 

○被保険者に占める高齢者の割合増加に
伴う医療費の増加等、国保財政を取り
巻く環境が一層厳しい状況になること
が予想されるため、保健事業の強化、重
複・頻回受診者への個別指導等を継続
し、歳出削減により一層努められるこ
とを要望する。 

観音寺市 205,506 100,000 115,696 ○H29年度療養給付費等負担⾦返還⾦相
当額89,810 千円を繰入れ 

意⾒等なし 

直島町 18,000 1,800 18,000 ○保険税率を変更 意⾒等なし 
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